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7．マーケティング専門視察団派遣とマーケティング書発刊
　日本生産性本部は、1956年活動重点をマーケティングに置き、1956年3月
マーケティング専門視察団を派遣した。視察結果は翌57年8月rマーケッ
ティング専門視察団報告書」にまとめられた14）。
　視察団は、海外貿易振興会・菱沼勇理事長を団長に伊藤忠商事・赤松清隆
取締役副団長、いす穿自動車・吉田正俊常務取締役副団長、通産省・下山佳
雄企画調査課長、㈱電通・奥村饒・調査企画局次長、ダイヤモンド社・鵜殿
茂樹取締役主筆、三菱レーヨン・中原三郎取締役、丸紅飯田・谷本義盛取締
役、日立製作所・宮尾藻監査役など計12名が視察団に参加した。
　さらに同本部生産性研究所流通委員会は一力年の研究成果、わが国初の
マーケティング体系書と称される本を出版した。
　生産性研究所流通委員会「マーケティング原理と事例」1957年9月、日本
生産性本部刊である15）。
　本書、はしがきでrこれまでわが国ではマーケティングについて体系的に
まとめられた著書がなかった。」としrこの本が広く関心をもたれる方に利
用され、禅益することを切望する次第である。」としている。
　執筆には、当時流通委員会委員長・上坂酉三早大教授の下、電通・安藤和
雄副部長、通産省・吉沢実商務課長、重見通雄・電気通信機課長、栗林隆一
同課員、林周二東大助教授、久保村隆祐横浜国大助教授、宇野政雄早大教授、
小林太三郎早大助教授、清水晶明大教授など14名が分担執筆している。本書、
総論編諸説で次のように述べている。
　r最近、マーケティングが実業界で関心の的となっているが、これを日本
に導入したのは、1955年秋、日本生産性本部からアメリカに派遣されたトッ
プ・マネジメントの視察団であった。生産性向上の結果出来上がった大量製
品を市場へ完全に消化させない限り、生産部門の生産性向上は早晩行き詰ま
るのでアメリカでは～そのためマーケティングがその解決を図っているとい
うのが同視察団の結論であった。そこで日本でも生産性向上運動を展開して
ゆくには、それに並行してマーケティングを採り上げなければならない。と
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いうので翌1956年3月には、マーケティング専門視察団がアメリカに派遣さ
れ、続いて6月にはアメリカからマーケティングの専門家を招いて、その講
義を聴く機会をもつに至った。こうしてマーケティングが、日本の企業にお
いても重要なテーマとして真剣に取り扱われるようになったことは喜ばしい
ことである。」
　前述の視察団の会見談とは若干ニュアンスは異なるが同本部の生産性向上
運動を打ち出した見解を入れマーケティングの重要性を説明している。
　本書は、従来のマーケッティングという表記からマーケティングに改め総
論篇L諸説、マーケティングの重要性　aマーケティングの概念　aマーケ
ティングの諸機能　4マーケティングにおける生産性向上　5わが国のマー
ケティングにおける問題点。事例篇では通産省の協力と流通委員会が実施し
た家庭電化製品の市場調査、とくに電気洗濯機を取り上げ、実態調査を中心
に豊富なデータから詳細に分析し、具体的な事例分析を行っている。
日本マーケティング協会創立へ8
　マーケティングが一躍焦点となり脚光を浴びた情勢から同本部のマーケ
ティング専門視察団が当時の参加者であった通産省・企画調査課長や伊藤忠、
いすず自動車、電通などのメンバーおよび当時、流通委員会の通産省・吉沢
実商務課長、重見通雄課長、横浜国大久保村隆祐助教授、早大宇野政雄教授、
東大林周二助教授、電通などの方々が話し合い日本の各企業に広く呼びかけ
新機関が誕生することになった。通産省認可団体として1957年10月社団法人
「日本マーケティング協会（Japan　Marketing　Association）J　MA」が
創立されたのである。生産性本部がJ　MA設立の仲介役を果たしたといえよ
う。J　MAの初代会長に味の素・道面豊信社長が就任、日本におけるマーケ
ティングの普及・啓蒙の拠点となった。J　MAは機関誌としてrマーケティ
ングニュース」の月刊誌発行のほか研究活動のため市場調査部会、製品計画
部会（当初マーチャンダイジング部会）販売業務部会、広告・セールスプロ
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モーション部会を設け、セミナー、シンポジュウム開催、更に、米国をはじ
め海外研修視察団を派遣している16）。先述したようにJ　MAは1997年10月
創立40周年を迎え、1998年4月周年記念イベントを開催した。同協会には約
800の企業や団体が法人会員として加盟し、さらに300名の学者、研究者が会
員となり、産学協同で経営の近代化、日本マーケティング界の代表機関とし
て発展している。
日本のマーケティング書事始めとマーケティング元年9
歴史的事実認識から研究認識、学術認識することは、社会科学、経営学で
も基本要件となろう。
21世紀も目前、世紀末にある現在、わが国のマーケティング、日本のマー
ケティング導入の歴史、マーケティング元年からの歩みを明確にすることは
時代史としての意義をもっている。
1）戦後の商業学、経営学書とマーケティング書第一号の誕生
　マーケティング本格化の発端は1955年10月の日本生産性本部、トップマ
ネジメント訪米視察団の報告談にっいては前述した。1957年9月同本部刊、
わが国初のマーケティング体系書といわれた前述のrマーケティング原理
と事例」日本マーケティング協会創立についても触れた。ところがこの4
年前日本で初めてマーケティング書が発刊されている。1953年12月刊、浜
野毅・上岡一嘉著rマーケッティングー近代経営技術としての市場の開
拓　　」丸善㈱発行である。
　この本はわが国のマーケティング事始め書でマーケティング書の歴史的
第一号、学術研究書となった。本書は、いわば日本のマーケティング普及
啓蒙の発端書、先駆書となり、ここに日本マーケティング元年が幕開けし
たのである。この根拠として筆者は、戦後の商業学、経営学書、マーケ
ティング書について1953年次を中心に参考のため戦前や62年もあるが客観
的にリストアップしてみた。こうしてまとめたのが表2である。
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表2　戦後の商業学、経営学書、マーケティング書一覧（1953年次を中心に）
書　　　　　　名 著　　者　　名 発行所 発行年
日本商業政策 向井鹿松 千倉書房 1938
配給機構の理論 村本福松 千倉書房 ！941
商業通論 増地庸治郎 千倉書房 1947
配給論 福田敬太郎 同文館 1948
配給経済要論 鈴木保良 厳松堂 1948
配給経済論 原田俊夫 前野書店 1950
商業学 深見義一 春秋社 1950
商業学概論 桐田尚作 千倉書房 1951
配給論 向井鹿松 実教出版 ！951
現代商業論（第1集） 日本商業学会編 春秋社 1952
経営政策と市場調査 浜野毅・上岡一嘉 東洋書館 1952
トップ・マネジメント 尾見半左右等 日本経済新聞社 1952
マーケッティング 浜野毅・上岡一嘉 丸善 1953
現代商業論（第2集） 日本商業学会編 白桃書房 1953
市場分析とその方法 西野嘉一郎・上岡一嘉 森山書店 1954
小売商業と近代社会 日本商業学会編 誠文堂新光社 1955
販売事典 清水晶他編 同文館 1956
「マーケッティング」 マーケッティング専門視察団報告 日本生産性本部 1957
「マーケティングー原理と事例一」 生産性研究所流通委員会 日本生産性本部 1957
「マーケティングー原理と事例一」 生産性研究所流通委員会 同文館 1957
rマーケティング」 上岡一嘉 ダイヤモンド社 1957
生産性とマーケティング 清水晶他編 ダイヤモンド社 1957
マーケティング・リサーチの実例 三好俊夫 ダイヤモンド社 1957
マーケティングに成功する秘訣 W．ギルド著／上岡一嘉訳 ダイヤモンド社 1957
マーケティング研究 清水晶他編 同文館 1957
マーケティング 原田俊夫 前野書店 1958
商業経営論マーケティング 鈴木保良 泉文堂 1958
マーケティング入門 宇野政雄 ダイヤモンド社 1958
マーケティング・シンポジュウム 日本商業学会編 同文館 1958
マーケティング・リサーチ 林周二 ダイヤモンド社 1958
マーケティング 宇野政雄編 中央公論社 1959
マーケティング・ハンドブック 宇野政雄編 ダイヤモンド社 1959
商業経営論マーケティングマネジメント 河原茂太郎 文雅堂 1959
マーケティング計画 林周二 日本生産性本部 1959
マーケティング 戸川行男・牧田稔編 筑摩書房 1959
マーケティング（翻訳） ハンセン著／宇野政雄訳 日本生産性本部 1960
マーケティング・ハンドブック 林久吉他編 同文館 1961
マーケティングの考え方進め方 原田俊夫 同文館 1961
マーケティング便覧 日本マーケティング協会編 丸善 ！962
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表2一覧の商業通論、配給論、配給経済論などの書物の本文には、マー
ケッチング、マーケッティング、マーケティングについて多くのぺ一ジが
割かれ記述されているが、書名には使用されなかった。表2でみるように
マーケッティング書名の第1号は1953年刊の前掲書であり、第2号は1957
年8月刊マーケッティング専門視察団報告rマーケッティング」生産性本
部発行、そして第3号は同年9月刊rマーケティング原理と事例」同本部
発行となろう。
また、1人の著作者によるマーケティング書の第1号は1957年刊、上岡
一嘉著rマーケティング」新書版ダイヤモンド社、第2号は1958年刊、原
田俊夫著rマーケティング」前野書店、第3号は1958年刊、鈴木保良著
r商業経営論一マーケティングマネジメントー」泉文堂となろう。
1953年浜野毅・上岡一嘉著rマーケッティング」の発刊は日本のマーケ
ティング元年を宣言したものであり、本格的なマーケティングの幕開けを
高らかに告げる図書となった。
時あたかも1953年2月、日本に初めてテレビ放送が開始され、続いて8
月民放テレビ放送局もスタートした。
この年は、家電メーカーの社長により“電化元年”と命名された年でも
あった17）。日本はテレビ放送の普及と共に家庭電化製品が次々と市場に
登場し花形商品へと発展する。マーケティングが近代経営技術として消費
市場開拓の新技術実務として各企業に採用されるようになったのである。
マーケティング書は、1958年、経営実務書としてブームとなり数多くの
マーケティング書が出版されるようになった。マーケティングが各企業の
営業活動に採り入れられ、市場と経営規模を拡大させオーバーな言い方だ
が、それが日本経済発展の起動力となったといえよう。
マーケティングが日本だけでなく世界化にある現代、マーケティング元
年の歴史的第一歩を記録した本書は記念書として特筆されよう。これは商
学経営学書の歴史的事実として認識する必要がある。
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2）マーケッティング書、命名のいきさつ
　日本のマーケティング元年、マーケティングの歴史的先駆書第1号と
なった本書の書名にっいて次のようないきさっがあったという18）。
　昭和28年の秋（9、月）有楽町の朝日新聞社に上岡が訪ねて来たことが
あった。
　「やっと原稿が書きあがったよ」やや興奮気味だった。
　r何の原稿ですか」小林が聞き返すと、rほら、東芝の浜野さんと一緒
に書いて丸善から出す予定のやっさ」
　「マーケッティングのことをまとめるとおっしゃていた、あれですか」
　「そう、それだ。やっと脱稿したんだがタイトルが決まらないんだ。何
かいいネーミングないかねえ」
　「まったく思い浮かばないんですか」
　「いや、r市場論』とかr配給論』r消費論』といったのはあるんだが、
今一っなんだ」
　rマーケッティングのことを書いたのでしょう」
　「そうさ」
　「じゃ、いっそのことそのものズバリで『マーケッティング』はどうで
す？」
　上岡はしばらく考えていたが、
　「うん、それがいい、rマーケッティング』にしよう。浜野さんもこの
タイトルなら異存ないだろう」そう言って、マーケッティング、マーケッ
ティングと二度繰り返した。
　こうして上岡の二冊目の著作のタイトルはrマーケッティング」と決
まった（昭和28年、丸善から刊行）。ちなみに、最初出したr経営政策と
市場調査』　（昭和27年、東洋書館刊）も浜野との共著だが、これには小林
も“お手伝いの”形で深くかかわっている。当時浜野は東芝本社の市場調
査課長。上岡は東京都商工指導所の肩書。浜野は後に東芝電気の副社長ま
で昇りっめている。
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　r経営政策と市場調査』に触れたついでに同書の中から上岡が書いたさ
わりの部分を抜き出してみる。
　rわが国では宣伝広告、外交販売など目にっくものには金をかけるが、
それらの基礎をなす市場調査についてはまだ十分に理解しない経営者が多
い。それは米国数百、英国八十対日本数社という外部調査機関の存在数か
らも明らかである。」転じて、わが国における市場調査をみると、戦前に
は東芝ほか醤油会社、化粧品会社の1、2社がこれを行った程度で市場調
査に広く関心が持たれたのは昭和25年ごろからであろう。」としている。
　最終的な書名決定は2人の共著者の合意で決められたことは言うまでも
ない。
3）「マーケッティング」書の概要と評価
　上岡先生は本書の序（4ぺ一ジに及ぶ記述）で次のように述べられてい
る19）。
　rマーケッティングは、遠くは19世紀の商業に関する記述及び実務的知
識の便宜的集積からと、今世紀に入ってからは、アメリカに於ける広告並
びに販売術研究から生まれている。この事実が語るように、それは宿命的
に、実証的、実践的性格を備えたものであり、その理論化は、この数年、
漸く活濃化した。“今日、わが国に於いてマーケッティングが問題とされ
るには、私企業の立場よりする市場配給の経営合理化が、強く各企業に圧
力となって来るからであろう……経営からみた市場配給的思考とは、会社
の製品を販売するに当り、どうしたら最も広範な販路と有利な価格で、有
利な販売時点、期問を求め得るか、また、販売機構、販売単位、宣伝方法
その他販売のDoing各分野の合理化による販売費の軽減並びに販売能率
の向上、変動する市場需要の把握、それに相応する原料、商品の仕入れ、
合理的な販売政策の樹立をその中心課題とするものである。……勿論この
ためには販売活動を主題に、その闇に存する法則性、関連性を求め、企業
の経営政策にある基準を求めようとする努力は無論、広く市場に作用する
経済学的な抽象理論、社会並びに人間相互に働く通則、その個別的研究等
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も実際家として頭に置くことは賢明である。……消費欲求の把握と、企業
のそれに対する順応は、まさに産業、企業におけるデモクラシーとして再
認識されてよい。今日のマーケッティングには、従来のそれに加えてこの
民主的要素が加えられない限り、生存競争場裡から早晩、企業としての姿
を消すであろう。
　マーケッティングは経済的に財やサービスが交換され、それぞれの財や
サービスの価値が金銭的に評価される経済的行為とされているが、今日に
於いてはこの経済行為の分析がなされなくてはならない。それは第一に
はっきりした目的をもち、第二、その目的を果たすために、財が生産され
てから究極の消費に向かって単に物理的な意味でなく、消費者の欲求を最
大限に満足させるような方法で行われる一連の行為なのであり、Policy
とDoingとの二っの研究が内包される。」
　ところで、本書は11章から構成されているが、上岡先生はr第1章序
論、第2章市場の経済的考察、第3章マーケティング発達の歴史、第4
章近代経営とマーケティング、第5章販売政策の分析にっいて分担執筆
されている。浜野先生分担の後の各章は以下のとおりである。第6章マー
ケッティングの凡ゆる基礎としての市場調査（marketing　research）、第
7章販売の予測、販売予算及び販売割当の作成、第8章販売促進（sales
promotion）、第9章販売価格、第10章販売組織（sales　organization）
及び機構、第11章マーケッティングの実例如何に仕事にマーケッティング
を計画し、組織し、管理するか、r米国A社に於ける実例』となっている。
　本書について原田俊夫前学長は次のように述べておられる20）。
　1954年丸善から刊行されたrマーケッティング」の第1章では、歴史的
に見た販売および市場の研究には、法律的研究、経済的研究、経営学的研
究があると延べ、第2章でも市場の均衡とか、国民所得の循環とか、経済
の発展や変動といった抜本的なマクロ的観点からのアプローチを試みてい
る。しかし、常に新しいものを求めて止まない彼の性格は、やはり戦後に
取り入れられたマネジリアル・マーケティングとしてのマーケティングに
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重点を注がれていたことは否めなかった。むしろこの面から見たマーケ
ティングの先覚者であり、紹介者でもあったといえるように思う。
　彼の処女作にも近い上掲の著書は、同時に戦後のマーケティングとも言
えるマネジリアル・マーケティング開眼の道標ともなり、販売政策分析の
必要性、marketing　resear面の重要性、販売予測や予算ないしその割当、
販売促進、販売価格、販売組織とその機構等の諸問題、並びに米国A社の
事例などを加え、当時の経営者達に啓蒙的開発への大きな刺激を与えたの
である。
　また、青山学院大学坂井幸三郎教授は次のように述べられている21）。
　今、私の手もとに一寸古ぼけた2冊の本がある。いずれもそのタイトル
はrマーケッティング」とある。その1っは昭和28年丸善刊で、“近代経
営技術としての市場開拓”のサブタイトルがあり、他の1っは昭和32年ダ
イヤモンド社刊で、同じく“新しい販売の技術’といったサブタイトルが
っけられた新書版である。‘一略一
前著は商業学の研究者の間でのみその存在が知られたにすぎないマーケ
ティングに関し、初めてわが国に紹介したもので、そのことはこれ以前に
マーケティングと銘打った単行本が1冊もないことから知られよう。第二
次世界大戦の終了後、僅か8年目の著作である。後著は昭和31年のわが国
経済白書がそのタイトルに、rもはや戦後は終わった。復興から成長の時
代へ」と謳った翌年に出版されたものである。当時はやっとマーケティン
グがわが国の実務界にも導入され始めた頃であり、いわばわが国における
マーケティング元年といえる。そうすると、前者はマーケティング紀元前
といってもよかろう。
周知のとおり、㈹日本生産性本部が、大量販売のマジックを求めて、ア
メリカにマーケティングの視察団を初めて派遣したのが昭和30年である。
そしてrアメリカでは学者や実務家も、皆が“消費者志向”としているの
に驚かされた」という報告書の発表されたのが翌昭和31年である。これを
考え合わせれば、上岡先生がわが国におけるマーケティング発達の先達で
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あったことが理解戴けよう。洋書も簡単に入手できない頃である。従来の
商業学や販売管理論からマーケティングヘと研究を進めるには容易ではな
かったはずだし、これへの理解を普及するためには、従来の商業学・販売
管理論から出発せざるをえなかったわけである。これが前著の成り立ちと
いえよう。当時、東京商工指導所の一員として、セールス技法にしか目が
向いていなかった実務界に対し、そのレベルアップを図るには、マーケ
ティングヘの発想転換こそが唯一無二の方策であることを痛感され、いち
早くアメリカの原書を頼りに、手探りの中で本書の執筆に当られた先生の
苦労と慧眼には敬服するほかはない。後著では、セールス・プロモーショ
ンと広告とが分けられ、マーケティングにおけるモラルの重要性を指摘す
る。これら以上に注目すべきは、本書において初めて商品化計画としての
マーチャンダイジング論を登場させるとともに、マーケティングの社会性
にも鋭く論及されている点だ。紙幅が尽きたが両書を一見しただけでも、
今改めて、マーケティング研究の先達としての先生の偉大さをしみじみと
感じる。今日のマーケティングの土台はここに築かれたといっても過言で
はない。そして早稲田大学宮沢永光教授は次のように述べている22）。
　本書がマーケティングに関する書物として現在も新しさを保っていると
いうことであった。刊行後38年も経過しているのに。実は、本書はマーケ
ティング分野でのカタカナ表記のタイトルのっいた書物としてわが国初め
てのものであるといえる。ちなみに、マーケティングというようなタイト
ルのついた書物が多く刊行されるようになったのは昭和30年代に入ってか
らである。したがって、昭和20年代においてはマーケティングという用語
は、わが国の学界においても広く用いられていたわけではなく、ましてや、
実務界においてはなじみのないものであったといってよいであろう。
　本書のサブタイトルからすると、技術書あるいは実務書という印象を受
けるが、一読すればわかるように、いわゆるノウハウ物ではない。
　むしろ、レベルの高いマーケティングに関する理論と方法の書であると
いってよい。共著者はいずれも当時実務家の立場にあったが、かような体
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系立った、質の高い、いわば学術書を著したことに敬服せざるをえない。
ことに、上岡一嘉先生が担当された部分は、多くはマーケティングの理論
にかかわっており、しかも、先生は理論の論述のために米国文献をかなり
読破されておられる。
　上岡一嘉先生は本書で販売活動の合理的政策樹立にっいての考察に重点
をおき、また、消費者重視も意識されていることがうかがわれる。このこ
とは今日の消費者志向的な戦略重視もマーケティングにっながるものとい
えよう。
　いずれにせよ、本書は上岡一嘉先生の真摯な学究的態度と実務経験に
よって裏打ちされた、わが国の戦後における先駆的なマーケティングの書
である。
4）マーケッティング書共著者の今昔
　本書は初版刊行の5年後1958年3月に増補第2版が出版された。
　第2版では第1版の序の後に「再び書を贈るにあたり」として浜野先生
が次のように述べられている23）。
　r本書が上梓されたのは四年半前である。……その後、私は関西へ、そ
して上岡氏は青山学院大学経済研究所へ共に期せずして場をかえた。昭和
32年は私が考えた以上にマーケッティング時代であった。人間関係過剰の
マーケッティングにもフィード・バックシステムを極度に必要とするオー
　トメ化のきざしもみえる。われわれの書を改めるに当って、本来はもう少
しく書き加えもしたい、二人で討議して検討したいところもあったのであ
るが、東京と大阪に離れて、あの当時と別な忙しさにお互いに打ち勝てな
い有様である。
　ただ今日、大きくマーケッティングというニュアンスに対する二つの異
なる考え方、すなわち、配給現象を客観的に考察しようとする配給論・市
場論的接近と、生産企業の立場から、如何に売りやすい製品を商品として
市場に送り、継続的に利潤を確保して企業の生産性を高めるかという至上
命令に応ずる諸技術への綜合的研究私経済的接近の二っが存在することは
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申し上げるまでもない。」
　第2版の内容は第1章から第11章構成で内容としては変わっていない。
大きな変更の増補の部分は、上岡先生が担当された付属資料で本書の最後、
巻末に増補追加されている。資料は1955年の国勢調査を中心に都道府県別、
世帯数、人口統計、1956年の人口動態統計。さらに経済力統計として個人
所得、個人消費統計、百貨店、卸売、小売業の都道府県別統計、自動車お
よび自転車の統計、マスコミの新聞発行部数、ラジオ・テレビの契約台数、
そして文部省の学校教育統計など50ぺ一ジにわたって収録され、現在は貴
重な統計データとなっている。本書は、A5判、総頁336ぺ一ジで初版と
2版の内容の分かる本だが残念ながらこの2版をもって絶版となり続刊は
されなかった。
　本書第2版の打ち合わせのためだろうか？
　上岡先生は共著者の浜野先生の勤務地大阪市での模様を後年、日本経済
新聞に寄稿されている。同紙1986年8月20日付交遊抄に“命の恩人”のタ
イトルで次のような寄稿文になっている24）。
　r無名の私と、すすんで共著を著して下さった西野嘉一郎先生、また青
山学院大学の配給論の講座を私に継がせて下さった今は亡き向井鹿松先生
などは、私にとって学恩の方々である。しかしここでは私の命にかかわっ
たかも知れない恩人の東芝副社長をっとめた浜野毅氏を語ろう。彼は昭和
27年に市場調査を、昭和28年にはマーケティングをそれぞれ若き日の私と
共著して下さった方で、実務家としてマーケティングのパイオニアである。
　今から、32、3年前のことかと思う。私は北の新地で、大阪支店次長の
浜野氏から徹底的にごちそうになった。ところが酔いがまわって梅田駅ま
できたら、ついたとたん座り込んで動けなくなった。「オイ、しっかりし
ろ」と彼は私を抱きかかえて歩かせようとした。記憶は断片的なのだが、
突然曾根崎署の刑事があらわれたようだ。当時の大阪では、介抱泥棒がは
やっていた。浜野氏はてっきり介抱泥棒扱いされ、「君はこの飲んべいと
はどういう関係か」rなに友人」「そんなはずはない」など、さんざん油を
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しぼられたらしい。飲んだ上の事故も多かった当時、彼は、私を放置して
は危険と考えてか、摂津本山にある東芝の社宅　　っまり、彼の大阪の自
宅に私を親切にも運んでくれた。
　翌朝、目がさめると私は、その家の二階に寝ていた。r浜野さんは」と
私がきくと奥さんはr今朝、約束があり早々と出社しました」という。朝
食を頂きながら奥さんがちらりとr昨夜主人が、オレも今までいろいろ
あったが、泥棒と問違えられたのは初めてだなあ」と言われたという。私
は、ほうほうの体で、彼の家を出たものである。飲んでいたころのポカに
は、十ドルを一ドルと間違って支払ったり、階段から滑り落ちたりもした。
しかしあのとき、浜野氏に介抱してもらえなかったら、橋から落ちるか、
車にでもひかれて、飲んべいの軽率男として終わったくらいがオチだろ
う。」
　上岡先生は、ユーモアと人間味あふれる文体で綴られており当時先生は
白鵬大学学長であった。
　浜野先生はその後、東京で東芝の取締役、常務取締役、副社長、そして
東芝商事社長、会長を歴任され、マーケティングの理論家と同時にマーケ
ティング実践家としてその頂点を極められた。
　上岡先生は、1957年単行本著書rマーケッティング」ダイヤモンド社刊
を前述したように一人でまとめられている。坂井幸三郎教授も触れられて
いるように上岡先生は、マーケティングのモラル、セールスプロモーショ
ンと広告の役割区別、マーケティングの社会性など今日でも注目される項
目について、一冊ごとにマーケティングの新動向を盛り込んでいる。かっ
て、米国のマーケティング書第1号は、バトラー・デボウ・ジョーズ三者
共著「マーケティングとセールスマンシップ」（1914年）であったが、バ
トラーは3年後、ウイスコンシン大学在職時、1917年rマーケティングの
諸方法」を単行本として出版している。これは歴史的偶然なのだろうか。
年代の差はあるが日米両国のマーケティングパイオニアが同じような研究
結果をたどっており歴史的な意義を感じる。バトラーが前共著の見直し、
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書き替え本としてみると日米両国、とくに日本の学会風士を考えると上岡先
生の著したマーケティング先達書では何より先駆的新動向を取り入れており、
本書は特筆されよう。
10．“マーケティング技術”に栄光ある学会賞
上岡先生はマーケティングの先駆者、啓蒙者として次々に日本各企業の
マーケティングの実践家として活躍され、学術書も続刊された。1964年は米
フォード財団による海外研修と予期しない入院生活の中で次書は誕生した。
上岡一嘉著rマーケティング技術」1964年中央経済社刊A5判420ぺ一ジ
本書序文の中で次のように述べられている25）。
　rマーケティング技術は情報検索や電子計算機の大幅の登場とともに、い
まやその様相を大きく変えようとしている。また、一方国際巨大資本の日本
進出と相侯ってルート・セールスの浸透、また小売店にもそろそろラック・
ヂッパー（スーパーの棚を借り受けて商品を売る人）的コーナー販売を考え
るメーカーもやがて出現するかも知れない。折衝に始まる日本的販売様式も
熾烈な市場競争のために合理化の一路を強いられるであろう。優れたマーケ
ティング技術が、非合理な日本的残骸を置き替えてゆく、日進月歩は今や技
術革新のみならず、“Marketing　Study”の分野に一段と鋭く迫る。本書の
辛うじて温故知新という意味を万一1964年に果たし得たら望外の幸いであ
る。」
本書の内容構成は次のようになっている。
　1．企業におけるマーケティングとその輪郭
　2．マーケティングの系譜とその政策
　3．経営戦略とマーケティング
　4．マーケティング技術の考え方
　5．市場研究の技術
　6．需要予測計画
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　7．商品化計画
　8，販売社内組織
　9，配給経路
　10．広告
　11，販売促進
　12．マーケティング実践のチェック
　経営戦略とマーケティングについて次のように述べている。
　r資本の戦略は、資本提携、企業統合、業務提携を可能ならしめるだけに
マーケティング上水爆的威力を秘めている。どんな立派な商品化も資金的裏
付けがなくてはく画にかいた餅＞といわれても仕方あるまい。資本調達の技
術には一っにビジネス・グループの組織化、コンビナート作戦があるし、株
式の公開もあろう。設備投資が高まり、また配給経路操作の費用も大幅に軽
減することが難しい今日、回収技術が研究されなくてはならぬであろう。」
　上岡先生は、1990年代に欧米、そして日本の企業にも大きな影響を与えた
企業統合、M＆A、業務提携の問題についてすでに30年前にその重要性を洞
察し、研究の必要性を指摘されている。
　そして次のように述べている。
　r企業の経営計画なり戦略はまず市場から出発する。市場の把握ができれ
ば次に企業は、競争の認識からその対策を練るであろう。そして自社の経営
要素の資金、設備、人員、組織、技術、時間、立地動員可能な経路等のあら
ゆる諸条件が適合されて初めて生産が行われ、販売が可能ということを改め
て認めざるをえない。即ち消費者に始まって消費者に終わる円周的販売活動
の重要性が云々される所以である。
　従って、企業内部において各機能はお互いに関連して、その間に優劣軽重
の差はないのであるが、しかし、すべての企業活動に対して最終的な優劣の
判定を下すのは市場であるから、この意味においてマーケティングは企業内
において優先的に重視せられるべきものとされてよい。ここに事業活動にお
けるマーケティングは企業独特の機能であり、企業と他の人間組織との相違
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は企業が財貨やサービスを提供するマーケティング活動を行う点に求められ
る。」
　さらにr市場調査（Marketing　Research）がそれがよって立っ資料源
によって、（1）既存データによる市場接近と・（2）サーベイ乃至、（3〉サーベイ×
既存データとに分けられる。
　MRは、現在の市場及び将来の市場に対する継続的な批判研究及び評価で
あると同時に、その地域の政策遂行が、合理的な結論によって始められねば
ならない。更に、市場適合・市場開拓の可能性をマーケティング企画に取り
入れ、実践においては、マーケティング運営の継続的な批判研究及び評価を
行うのがMRである。マーケティング諸活動に成功するためには、経営がそ
の根本政策を設定せねばならないことそして当面する多くの問題を毎日解決
せねばならぬということが生じて来る。」
　さらに具体的にサーベイの技術、需要予測計画などにも言及されている。
　本書は、企業において経営全般の立場からマーケティングを科学と技術の
基礎に立ち学際的に具体的に展開しまとめられている。マーケティング技術
というユニークな学術的研究でまとめられた本書に1966年権威ある日本商業
学会賞が受賞され、洛陽の紙価を高めた栄光の研究書となった。
11、51著の著書と専門深化の商学博士
　上岡先生の著書、共著論文は著書・論文目録で51著という膨大な数にのぼる。
一冊ごとに新視角と新規軸で著書を執筆され60歳、還暦を過ぎても旺盛な執
筆活動を続けられた。次書は上岡先生61歳時の記念碑となった著書である。
　上岡一嘉著r市場実査の技術」中央経済社　1980年　A5判
　本書は前著1972年刊を改訂版としたもので序文で次のように述べてい
る26）。
　r企業は自己の経営政策、とくにマーケティング政策とその実施にあたっ
て市場調査に大きな依存をせねばならない。従って、企業にとって市場情報
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を選択し、いかに解析するかが重要な課題となってくる。情報産業の急速な
発展により、市場情報の蒐集にあたって既存の資料は今日、氾濫しその質の
再点検を余儀なくされている。」
　この本は第一部基礎編と第二部事例編から成り全体は15章、参考文献、
付録で内容構成され総頁334頁に及んでいる。第一部基礎編でまず市場実査
の意義と問題を延べ各章の項目は次のように構成されている。
　rマーケティング活動は購買、商品化、配給経路、販売員、広告、販売促
進活動、成果点検とこれらに対する補助活動から構成されるが、この一切に
調査がついてまわるということであるから、その範囲は、かなり広いものと
なる。商品化1っとりあげても、消費者の嗜好需要の予測、競合関係の分析
など深い問題を含んでいる。
　消費者の把握がマーケティングの出発点といわれているが、この接近方法
として歴史的観察、社会学的考察、心理学的立場からの考察からなされ、し
かるのちにその調査目的に即応して、支出能力とその傾向を具体的に補足さ
れねばならない。
　市場調査は、こうした目的のために、企業の内外の既存資料を広範に動員
したり、またそれを加工、整理して1っの意味をそこに見出そう、とする。」
　1章マーケティング・サーベイについて
　2章　サーベイの諸方法
　　　　1．サーベイ法　　2．実験法　　3．観察法　　4。特殊サーベイ
　3章質問票の作り方
　4章　フィールド・ワーク
　5章　サーベイの統計的考察
　6章　統計的な判断
　第2部　事例編
　7章　メガネ小売店調査
　8章　舶来品に関する消費者調査（サーベイ法）
　9章　実験法によるB　GMの効果測定
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観察法による顧客動向調査
郵送法によるサーベイ
メガネのフレームの動機調査
ベッドタウンおよび非ベッドタウンにおける主婦調査
小山市における消費者の購買動向調査
結びに代えて
　参考文献、付録。
　そして本書の「結びに代えて」では次のように指摘されている27）。
　60年代からの日本経済の成長は著しく、以来約20年問に及ぶ期間はr市場
調査」がわが国に開花した時期でもあった。技術革新と消費者の嗜好の変動
に企業はそのマーケティング展開において、もっとも新しい市場データを、
r市場実査」において求めつづけてきたのである。
　既存資料の分析も市場調査の大切な分野であるが、知名率、銘柄移動率、
指名率、推奨率（小売店主、店員）、特定銘柄の所持率、色彩、デザインに
対する嗜好、市場占拠率等などは、時間をかければ、それらの中のものでも
充分、解明されるものもあるが、激しく角遂する市場争奪において、例えば、
シェアの動き、その理由、値引きなど流通経路上におきる諸問題など一刻も
早く知りたい情報は、実査によってのみ解明しっづけられてきたと言える。
　60年代から70年代初めにかけて、わが国にrコンピューター」が大幅に導
入され調査結果の解明に活用されるようになった。
　この結果、現象データがどれだけ信葱性、科学性があるかということが軽
視され出し、コンピューターによって計算された結果のみを過信する風潮が
見られた。
　そのためサンプリングを初め、現象データを集めるための実査技術を正し
く使用することがないがしろにされる傾向さえ見え出した。
　如何にコンピューターから精緻なデータが出てこようとも、そのデータを
作る過程の設問サンプリング技術、面接等などの正確な使用を怠ったのでは
その数字は何らの意味も、もたなくなる。
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表3　故上岡一嘉先生著書・論文目録
タ　イ　ト　ル 出　　版　　社 出版年
〔専門著書〕
経営政策と市場調査（浜野毅共著） 東洋書館 1952年（昭和27年）
マーケッティング（浜野毅共著） 丸善 1953年（昭和28年）
市場分析とその方法（西野嘉一郎共著） 森山書店 1954年（昭和29年）
マーケッティング・新版 ダイヤモンド社 1957年（昭和32年）
消費者はこうして作られる ダイヤモンド社 1958年（昭和33年）
Japanese　M＆in　Export　Commodities東京ニューズ通信社 1961年（昭和36年）
マーケティング・サーベイ 日本生産性本部 1963年（昭和38年）
これからの広告 誠文堂新光社 1965年（昭和40年）
マーケティングの知識 日本経済新聞社 1965年（昭和40年）
マーケティングの技術 中央経済社 1967年（昭和42年）
外国企業の商法 日本経済新聞社 1967年（昭和42年）
儲かってます1関西商法 日本経済新聞社 1970年（昭和45年）
市場実査の技術 中央経済社 1972年（昭和47年）
配給論1 大阪学院大学通信教育部 1972年（昭和47年）
華僑のビジネス 東洋経済新報社 1973年（昭和48年）
公益事業のマーケティング ラティス 1977年（昭和52年）
市場実査の技術（改定版〔博士論文〕） 中央経済社 1980年（昭和55年）
格差をっける企業成長企業のケーススタディ 白鵬女子短期大学出版部 1982年（昭和57年）
異色経営者論 毎日新聞社 1984年（昭和59年）
企業形態発展論 紀伊國屋書店 1985年（昭和60年）
」εlpanese　Business　PioneersTimes　BoQks　International1986年（昭和61年）
東北新幹線が変える町 中央経済社 1988年（昭和63年）
商学総論講義ノート 白鵬大学出版部 1990年（平成2年）
〔翻訳〕
わかりやすい豫算統制（古川栄一監修） 東洋経済新報社 1952年（昭和27年）
C．OliverWellington著
マーケティングに成功する秘訣 ダイヤモンド社 1957年（昭和32年）
ウオルター・ギルド著
セールスマネージャー必携販売会議ハン 日本能率協会 ！964年（昭和39年）
ドブック　　JosephD．Cooper著
〔一般著書〕
文学への招待　1 足利学園高等部 1968年（昭和43年）
文学への招待2 足利学園高等部 1968年（昭和43年）
アジァを知ろう 足利学園高等部 1972年（昭和47年）
カナダからの手紙 ゆまにて出版 ！978年（昭和53年）
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タ　イ　ト　ル 出　　版　　社 出版年
高校生活コーヒーブレイク 厚生出版社 1979年（昭和54年）
Leaders　of　modem　JapanH kuo　Women’s　Junlor1982年（昭和57年）
College　Press
History　makers　of　modern　JapanHakuo　Women7s　Junior1988年（昭和63年）
College　Press
US　History－A　Japanese　View一丸善 ！989年（平成元年）
J　A　P　ANと日本（北川豊共編） 白鴎大学出版部 1989年（平成元年）
外国見たまま聞いたまま 紀伊國屋書店 1989年（平成元年）
異文化に学ぶ世界見たまま聞いたまま 東京書籍 1990年（平成2年）
〔学術論文）
サンプリング論（英文） 青山経済論集第10巻第4号 1959年（昭和34年）
マーケティング論の展開 青山経済論集第16巻第2号 1964年（昭和39年）
輸出産業の新局面（英文） 青山経済論集第16巻第3号 1965年（昭和40年）
Sales　Promotion　m　Japanese　Export青山経済論集第17巻第1号 1965年（昭和40年）
Marketing
What　should　we　expect　from　marketing？青山経済論集第17巻第2号 ！965年（昭和40年）
Some　Sales　Promotion　Techniques青山経済論集第17巻第3号 ！965年（昭和40年）
in　Japan
農家の消費函数一タイム・シリーズと 青山経済論集第17巻第4号 1966年（昭和41年）
クロスセクションとの差について一
（平川孝三郎共著）
Intro（luction　to　the　Saml）ling　TheQry　in大阪学院大学論叢第25・26号19マ5年（昭和5Q年）
MarketingResearch
市場調査の回顧と展望 白鶴女子短大論集　第5巻第2号1980年（昭和55年）
80年代の日本経済 白鶴女子短大論集第6巻第1号1980年（昭和55年）
ソーシャル・マーケティング序説 白鵬女子短大論集第6巻第2号1981年（昭和56年）
TAKESHI　MITARAI　AND　CANON白鵬女子短大論集第8巻第2号1983年（昭和58年）
Foun〔ler　of　Y，K。K。Fasteners白鶴女子短大論集第9巻第1・2号1983年（昭和58年）
一YOSHIDA　TADAO一
明治製菓における企業展開 白鵬女子短大論集第1！巻第2号1986年（昭和61年）
出所：白鶴大学論集　VoL6，No．2，1992，Mar．P316－318
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　情報の少ない時代には情報を収集することに力が注がれたが、今日では、
年々増加する市場情報のチェックと、真に企業が必要とするであろう調査を
いかに迅速に、格安な費用で行うか、いかに正確さを追求するかに焦点がし
ぼられよう。」
　本書は、上述したように第1部で市場実査の多くの方法について記述し、
かっその一っ一っの長所、短所を客観的に考察し実査上の手法、質問票、
フィールド・ワーク、統計的処理などにっいて専門深化した論及がなされて
いるQ
　第2部では、公開されなかった調査事例、小売店及び消費者調査さらにユ
ニークな音楽調査を実験法によりバック・グラウンド・ミュージックを販売
促進効果として取り上げている。このほか、観察法による顧客調査、郵送法
による食料品、整髪料調査、メガネフレームの動機調査の事例にっいても触
れられている。さらにベッドタウン居住地での比較調査を高度な態度測定で
行い、そして小山市の消費購買動向も明らかにされている。これら調査事例
は、上岡先生が学者さらにマーケティング実践家として広く産業界で実際に
携わったマーケティングと市場実査のケーススタディが要約されている。
　今日、21世紀に通じるマーケティング、市場調査上の問題点、コンピュー
タや流通経路での実査の重要性、市場情報の迅速性、情報チェックの管理な
どの問題点も明記されている。
　本書は、還暦を過ぎて執筆した上岡先生のマーケティング研究と実務をこ
の市場実査に集約大成されている。常人を超えた研究成果がこの本にあると
いえよう。本書、この学術的に高度化された論述と実証的に専門深化した研
究に商学博士の学位が授与されたのである。
12．著書・論文目録にない独訳2論文
　上岡先生の研究業績については、r白鵬大学論集」の追悼特集号の著書論
文目録に掲載されている。前述の表3に著書リスト34書、学術論文14稿の単
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著論文、さらに翻訳書、英文書10篇という大変膨大な研究業績をあげられて
いる。ただ、翻訳は主に英米書となっている。しかし上岡先生は英独仏語数
か国語に堪能な語学力の持ち主であり、実際西独ベルリン自由大学に招請さ
れ客員研究者として活躍されていた。そこで著書論文目録に掲載されていな
いドイツ語翻訳取材論文を紹介すると次の通りである。
　上岡一嘉　“西独における市場調査の理念”
　　電通広告論誌第17号　1959年1月号　P35～40
　上岡一嘉　　“西独における広告の側面”
　　電通広告論誌　第18号　1959年4月号　P79～82
　上岡先生は西独における市場調査、市場分析にっいて次のように述べられ
ている。
　rシェファーは、市場調査を市場分析と市場観測とに分け、市場観測は
“Was　wird？”なにになるだろうか？　“Was　geht？”なにが起きるだ
ろうか？　というような問題を中心とする市場の状態を問題にする。
　キールは市場分析にっいて完全な事実を基礎にして最大の生産と一致させ、
関連させて最大の可能なる販売を一定の方法に従って組織化するために、所
与の生産関係全体、および所与の販売関係全体に対して明確な判断を与え事
実を計画的に科学的に根本から研究し、基礎づけることが市場分析なのであ
る。と述べている。
　ブラウンによると市場分析は、一定の製品、または一定の給付に対する市
場または販売方法の科学的調査である。と定義している。
　モンゴールドは、市場分析とは、一定の時期に一定の市場で、一定の製品
に販売を可能ならしめる自己の経営外の要素を調査することである。とみて
いる。
　グランダリングは、一定の製品の一定の市場における一定の時期に販売可
能性を確認する目的のために一般的な経済関係によって定められる一切の経
営外の要素をただ一回だけ組織的に調査することが市場分析である。と定義
を下している。」
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　さらに市場調査の会合にっいてrベルリンがご承知のように分割占領され
以来西ドイツのMR関係者の地区毎の会合が盛んで私はそのケルン部会に出
席した。パネルのテクニカルな面がその会合で取り上げられ主に質問項目が
討議の姐上にのせられた。このグループは技術的に大体アメリカ並であるが
今その消化吸収の段階にあり、標本設計、調査員訓練、管理等において本格
的な取り組み方をしている。調査員の管理は、特に厳重で興信所の調査員以
上であるが、そこにはドイッ的な律義さが表れていて面白い。」と述べられ
ている。
　西独における広告の側面では次のように述べられている。
　r生産の国、エンジニアの国として知られる西ドイツにおいては、広告は
非常に少ない。特に驚くべきはテレビ広告の全体の広告費に占める0．2％と
いう数字である。……
　その反面、西ドイツにおける各国の商業活動は非常に激しくドイツの商業
は国際的に広がり、その面から広告的な活動が必須となっており、ヨーロッ
パ共同市場にっいては、媒体として西ドイツから日刊三紙が参加している。
また、今まで全くなされなかった国際的広告調査も着手されていた。その基
盤をなすものは、現在ヨーロッパで行われているパネル調査（アットウッド
・パネル等）であり、これは各国で同一の調査方法で行われている調査であ
るが、この様な調査結果に対してドイツ人の払う関心は直にっぎの時代にお
けるドイツの広告計画に結びつけることに目的がある。
　現在のドイツの広告代理業を大きく分類すると、ザールにおけるフランス
系広告代理業とフランクフルトを中心としたアメリカ系広告代理業がある。
　これに加えドイツ固有の広告業の活動が見られるが、この広告会社の中に
は、さらに分かれ地域的に地域広告代理活動を行うものと、国際的な広告代
理活動を行ういわゆる近代的な広告業の二っが見られる。
　ドイツの広告業は古いスポンサーと外国系の広告業の進出との間に挟まれ
て市場調査でドイツ人を正しく捉えようとしているし、また出来るだけ誤り
の少ない広告を行うことによって、ドイツ固有の代理業が生きていかなけれ
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ばならないとしている。……
　薬の広告にしても、いわゆる動機調査から出発している。例えば健康であ
ればどんな遠いところへでも自由に行くことができるのだという人問の好奇
心という本能的なものに訴えている。このような打ち出し方は、積極的なド
イツ人、勤勉なドイツ人に対しては非常な効果を持ったという。」
　以上、上岡先生はこの論文の中で現地ドイツで収集した、広告費統計デー
タや西独写真や広告物作品など7点を挿入紹介しながら解説している。ここ
に取り上げた論文は当時のドイツ原文を丹念に邦訳され紹介している。また、
現地ドイツ人と会話しながら積極的に取材し、収集した資料や広告作品も盛
り込み行動的にまとめられている。その点で上岡先生ご自身の研究と行動と
いうあのバイタリティがにじみでている貴重な独訳の好論文である。
13．マーケティング元年と生誕80年の学究
　この論文には思い出がある。
　1956年、早稲田大学大学院商学研究科に日本で初めてrマーケティング専
攻科」が設置された。ところが担任の宇野政雄教授が米国留学となり上岡一
嘉先生が代わって担任された。さらに、原田俊夫教授も留学され、その商業
経営専攻科も上岡先生が併せて担任された。早稲田は、全く非常に人使いが
荒かった。
　こうして担任の上岡先生に直接、問接にマーケティングにっいて手ほどき
を受けその馨咳に接することができた。私事だが大学院を修了し、電通入社
時、私の推薦状を上岡先生に書いていただき、また結婚式で祝辞までいただ
くという公私ひとかたならぬ知遇をかたじけなくした先生であった。上岡先
生との濯遁がなかったら恐らく私の人生行路も変わっていたろう。
　私が電通入社一年後の頃であった。1959年2月のことだった。上岡先生が
電通出版部へこの論文を届けられた際立ち寄られた。
　当時、電通は吉田秀雄社長の下アドバタイジング・エージェンシーから
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マーケティング・エージェンシーへの脱皮を目標としていた。「マーケティ
ングは近代経営の積極的基調であり、広告活動は、マーケティングにおける
決定的要因である。」がスローガンであった。これは毎号出される電通報、
題字下のキャッチフレーズでもあった。そのため全社員はマーケティングマ
ンヘの変身が求められていた。上岡先生は、マーケティングの先達者として
電通でも“神様扱い”の学者先生であった。
　その上岡先生に銀座電通前にあったレインボーでご馳走になりながらドイ
ツのマーケティングや広告事情、そして家庭生活でも温かい助言をいただく
という私には忘れられない思い出があった。
　上岡一嘉先生が鬼籍に入られてからはや8年、平成11年は先生生誕80年の
記念年にあたる。
　上岡先生はマーケティングの先達者、先駆者として多大な足跡を残された
にも拘わらず、近年の日本のマーケティング歴史書、マーケティング研究史
書にも上岡先生の業績には触れられていない。上岡先生の研究書すら忘れら
れている。その意味でも機会ある毎に先生の業績を発信する必要がある。
　世紀末にある現在、日本のマーケティングの発展、世界のマーケティング
の活況を見るにつけ、歴史の原点にかえって顧みる必要があるのではないか、
その恰好の時期ではないかと思い、上岡先生の学究業績を中心にささやかな
私論を拙述した。
　上岡先生は浜野先生と1953年マーケティング書を日本で初めて刊行、日本
にマーケティング元年を宣言、日本のマーケティングの幕開けを告げられた。
　その後、前述したように上岡先生は還暦を過ぎてrマーケティング技術」
により日本商業学会賞を受賞された。さらに61歳を過ぎてなおr市場実査の
技術」により商学博士の学位を授与されるという学究者として大成され、そ
の最高峰を極められたのである。この間、理論家、学究者と同時に東芝をは
じめ家電業界、食品、ビール業界でもマーケティング実践家として活躍され
た。市場調査とマーケティングの実践でビール会社の商号まで換えビール会
社の発展にも貢献された。ビール会社の幹部が本大学で教鞭をとられたこと
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もある。
　上岡先生のマーケティング実践家としてのマーケティング実例は数多く枚
挙にいとまない。
　人の真価は、棺を蓋いて事定まるという。現在はやがて過去となり、やが
て歴史の一繭となるであろう。
　世紀交代の転換期、その現代が現在である間に上岡先生の研究と業績結果
を新世紀へ史実として伝える必要がある。歴史的事実から新世紀の原動力、
教訓を汲み取ることができるからである。
　そのため上岡先生、生誕80年を迎える平成11年記念年、先生学究史の軌跡
を小論としてまとめてみたが、“群盲象を評ず’という結果になってしまっ
た。
　上岡先生は卓越した指導力を発揮しマーケティング業界の指導と向上に尽
力された。先生は学究者、実践家さらに教育者そして学校法人経営者として
多面的な実績を遺しての生涯であった。
　その人生は、きわめて秀でた洞察力と先見性そして積極果敢な行動力で貫
かれた。人間の力の限界を超えた努力の人生であり、まさに超人的な生涯を
送られたのである。
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